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《 北米産大豆 》 

 

１５/１６年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億２，０４９万ｔ （対前年比     ０.５％増） 

消 費 量 ３億１，０４７万ｔ （対前年比     ４.２％増） 

期末在庫量 ８，５１４万ｔ   （対前年比     ９.２％増） 

期末在庫率 ２７.４％      （対前年度差 １.２ポイント増） 

１５/１６年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億０,５８１万ｔ （対前年比     １.０％減） 

消 費 量 ５，４６９万ｔ   （対前年比     ０.４％減） 

輸 出 量 ４，５５９万ｔ   （対前年比     ９.１％減） 

期末在庫量 １，１５６万ｔ   （対前年比   １２１.９％増） 

期末在庫率 １１.５％     （対前年度差 ６.６ポイント増） 

 

 

〇米国における大豆需給動向（インフォーマ社報告９/２９） 

 ２０２０年までは大豆がトウモロコシの作付面積を上回る見通しです。コーンベルトにおけ

る大豆・トウモロコシの面積当たりの収益は、１３年あたりまではトウモロコシが上回ってい

ましたが、近年は大豆優位となっており、その中で農家は大豆を選択するようになっています。 

  

〇15年産米国大豆生育情報 

 米農務省が１０月５日に発表した１０月４日現在の米国大豆の落葉率は主要 18 州平均で、 

８５％（前週 ７４％、前年 ８１％、平年 ８３％）となっており、平年を４ポイント上回

って推移しています。インディアン、ミシガン、 

オハイオ、ノースダコタなどでは９０％台に 

達していますが、ミズーリでは平年を１３ポイン 

ト下回っています。 

 

同日現在の米国大豆収穫率は主要１８州平均で 

４２％（ 前週 ２１％、前年 １９％、 

平年 ３２％）と平年を１０ポイント上回り推移 

しています。なかでもミネソタ、ノースダコタ、オハイオ 

では平年を２０ポイント上回っているなど 

主産地では順調に収穫が進んでいます。 
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《 中国産大豆 》 

 中国税関総署のデータによると、中国国内の養豚業の回復にともなって搾油量も増加し、 

今年１～８月の中国の大豆輸入量は前年同期比９．８％増の５，２３９万トンで、同期の過去

最高記録を塗り替えました。７月単月は２７％増の９５０万トンで、単月の輸入量としては 

初めて９００万トンを超えました。 

 国家糧油情報センターは来年の中国の大豆生産量は今年の１，２１５万トンを下回る 

１，１００万トンまで減少すると予測しています。また、１４／１５年度（大豆年度、１０月

開始）の大豆輸入量は過去最高の７，６００万トンに１５／１６年度はさらに増えて 

７，７００万トンに達すると予測しています。 

 これまで中国の輸入大豆は米国産のウエイトが高かったが、今年はブラジル産の割合が過去

最高まで増えています。主な原因はブラジルの通貨レアルが大幅に対ドルで値下がりしたこと

と、中国産大豆との内外格差が開いたことが挙げられます。 

 

 

《 トピックス 》 

〇平成２７年度国産大豆クロップツアー 

 青森県、岩手県、宮城県の３県で開催いたしました、今年で第３回目を迎えた国産大豆クロ

ップツアーですが、お陰様で好評のうちに幕を閉じることができました。 

 今年は宮城県での開催直前に大雨の被害を受け、場所によっては生育への影響が心配なとこ

ろも見受けられましたが、幸いなことに当社契約栽培圃場では被害は少ない模様です。 

今後とも皆様方の販路拡大や製品の価値向上の後押しをさせていただければ幸いです。 

本年度のツアーは終了しましたが、平成２８年度の開催も予定しておりますので、本取組みの

詳細につきましては、各営業担当へお問い合わせくださいますようお願いいたします。 

 

 

 
 

 


